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○ 40 ｋｍ/ｈ以上の車両割合（ETC 車両の通過台数に占める 40 ｋｍ/ｈ以上の車両台数割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ＥＴＣカード未挿入などによる開閉バーへの接触件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 対策開始の前後で 40 ｋｍ/ｈ以上のＥＴＣレーン通過車両が約 48％減少しました。また、

全体的に速度が低下したため、ＥＴＣカード未挿入などによる開閉バーへの接触件数も約

14％減少しました。 

 

事前 事後事前 事後 

約 48％減少 
21.6％ 

11.3％ 

（対策前１ヶ月） 

（H21.2.13～H21.3.15） 
（対策後１ヶ月） 

（H21.3.16～H21.4.15） 

事前 事後 

約 14％減少 
875件 

750件 

（対策前１ヶ月） 

（H21.2.13～H21.3.15） 
（対策後１ヶ月） 

（H21.3.16～H21.4.15） 


